
静陰（せいいん）
この手法では、日の光に照らせれるものと日の光を遮るものによって生ま
れる陰の空間の双方が必要であり、双方の空間に物理的な隔たりがないこ
とによって互いの空間を認識し、しばらくして自分がいま立っている空間
に意識が向かってきます。日の当たるところから陰の中にあるもの（今回
は岩）や陰の空間そのものに趣を感じ、さらに自分が陰の空間に入りこむ
と日の光にふれるものとの対比から静寂が訪れ、やがて心の静けさから時
の流れの変化を感じられることでしょう。
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